
本
年
１
月
１
日
午
後
４
時

10
分
ご
ろ
、
震
度
７
の
揺
れ

を
石
川
県
志
賀
町
で
観
測
し

た
ほ
か
、
震
度
６
強
を
七
尾

市
や
珠
洲
市
、
穴
水
町
で
、

震
度
６
弱
を
中
能
登
町
と
能

登
町
、
新
潟
県
長
岡
市
で
観

測
し
ま
し
た
。

気
象
庁
に
よ
り
ま
す
と
、

石
川
県
で
震
度
７
を
観
測
す

る
の
は
観
測
史
上
初
め
て
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
地
震
で
は
数
多
く
の

家
屋
が
倒
壊
、
焼
失
し
て
い

ま
す
が
、
衝
撃
的
だ
っ
た
の

が
７
階
建
て
の
ビ
ル
の
倒
壊

で
す
。

「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

ビ
ル
は
一
見
、
堅
牢
そ
う
に

見
え
ま
す
が
、
震
度
７
の
激

し
い
揺
れ
に
よ
っ
て
、
建
物

に
配
置
さ
れ
た
一
部
の
杭
が

地
中
で
折
れ
る
と
建
物
は
支

え
を
失
い
、
傾
き
始
め
倒
壊

に
至
っ
て
い
ま
す
。
１
９
８

２
年
５
月
末
以
前
に
認
可
を

得
て
建
て
ら
れ
た
旧
耐
震
基

準
の
も
の
は
よ
り
重
大
な
耐

震
上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

可
能
性
が
高
い
の
で
す
。
旧

耐
震
で
も
耐
震
診
断
を
し
て

耐
震
補
強
し
て
い
れ
ば
、
大

き
な
地
震
で
も
建
物
が
全
壊

す
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
ら

れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
１

９
８
１
年
６
月
１
日
に
耐
震

基
準
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ

れ
以
前
の
基
準
で
建
築
さ
れ

た
建
物
は
旧
耐
震
基
準
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
倒
壊
し
た

ビ
ル
は
72
年
に
竣
工
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
旧
耐
震
に
当

た
り
ま
す
。
旧
耐
震
は
震
度

５
程
度
で
建
物
が
倒
壊
し
な

い
レ
ベ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
新
耐
震
は

６
～
７
で
建
物
が
倒
壊
し
な

い
レ
ベ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

能
登
半
島
地
震
で
相
次
い

だ
建
物
の
倒
壊
。
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
ビ
ル
が
傾
く
ケ
ー

ス
も
相
次
い
で
起
き
ま
し
た
。

耐
震
化
の
重
要
性
が
叫
ば
れ

ま
す
。

今
回
の
地
震
で
は
建
物
を

支
え
る
た
め
に
地
中
に
打
た

れ
た
“
杭
”
が
折
れ
る
な
ど
、

地
下
構
造
が
壊
れ
た
可
能
性

が
高
い
と
い
う
の
で
す
。

「
上
物
」
が
壊
れ
ず
に
傾
く

被
災
地
の
能
登
半
島
地
震
で

は
、
輪
島
市
の
中
心
部
に
あ

る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
ビ
ル
が
横
倒
し
に
な
り
ま

し
た
。
地
上
7
階
建
て
で
、

建
物
の
東
側
が
地
面
に
大
き

く
沈
み
込
み
、
そ
の
深
さ
が

３
・
5
ｍ
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
建
物
そ
の
も
の
は
形

を
保
っ
た
ま
ま
で
す
。
「
こ

の
辺
は
海
で
あ
っ
た
。
」
と

の
事
、
ビ
ル
が
傾
い
た
場
所

は
、
い
ず
れ
も
地
盤
が
弱
い

地
域
で
す
。
専
門
家
の
現
地

調
査
の
結
果
、
建
物
が
傾
い

た
原
因
は
「
地
盤
の
弱
さ
だ

け
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
」

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
そ
も

そ
も
杭
の
役
割
は
軟
弱
な
地

盤
で
も
建
物
が
地
面
に
沈
み

（
次
頁
に
続
く
）
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込
む
こ
と
が
な
い
よ
う
、
支

え
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
液

状
化
が
起
き
る
よ
う
な
地
域

で
ビ
ル
を
建
て
る
際
に
は
、

地
下
の
「
支
持
層
」
と
呼
ば

れ
る
強
固
な
地
盤
ま
で
杭
を

打
ち
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
時
の
新
潟
で
は
液
状
化

が
起
き
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

な
い
ま
ま
建
物
が
設
計
さ
れ

て
い
て
、
国
は
建
物
を
支
え

る
地
下
構
造
に
つ
い
て
、
震

度
５
強
程
度
の
地
震
ま
で
耐

え
ら
れ
る
よ
う
、
杭
な
ど
の

強
度
の
基
準
を
徐
々
に
高
め

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
杭
も
地
震
の
揺
れ

に
対
し
て
万
全
で
は
な
い
こ

と
が
研
究
者
ら
に
よ
る
調
査

や
実
験
で
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。

国
土
交
通
省
が
１
月
に
行
っ

た
調
査
で
は
、
東
側
の
杭
が

地
下
11
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
場

所
で
折
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

杭
は
直
径
35
セ
ン
チ
、
中
空

部
を
持
つ
円
筒
形
で
、
西
側

に
お
よ
そ
30
度
傾
斜
し
た
形

で
地
表
に
露
出
し
て
い
る
の

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
「
昔

の
杭
は
今
の
よ
う
に
厳
し
く

計
算
を
す
る
と
い
う
こ
と
が

ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

時
代
の
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
相
応
の
地
震
力
で

壊
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
」
古
い
基
準

で
今
よ
り
強
度
が
低
い
杭
は

全
国
に
大
量
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
後
に
備
え
る
最
新
技
術
、

弱
い
杭
を
補
強
す
る
新
た
な

技
術
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ジ
ェ
ッ
ト
ク
リ
ー
ト
工
法
」

と
呼
ば
れ
る
技
術
等
、
建
物

の
１
階
や
地
下
な
ど
、
基
礎

の
上
な
ど
屋
内
の
狭
い
ス
ペ
ー

ス
に
専
用
の
機
械
を
運
び
込

み
、
そ
こ
か
ら
パ
イ
プ
状
の

装
置
を
地
面
に
挿
入
。
装
置

を
回
転
・
往
復
さ
せ
な
が
ら

セ
メ
ン
ト
を
噴
射
し
、
周
囲

の
土
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
杭
に

巻
き
つ
け
る
。
杭
の
ま
わ
り

の
土
を
固
め
る
補
強
技
術
等

が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

〇
阪
神
・
淡
路
大
震
災

ピ
ロ
テ
ィ
形
式
の
マ
ン
シ
ョ

ン
に
被
害
が
集
中
、
漏
電
火

災
に
よ
り
、
木
造
密
集
地
帯

な
ど
か
ら
の
発
生
し
た
火
災

の
た
め
、
消
火
活
動
が
出
来

ず
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建

物
迄
類
焼
の
ケ
ー
ス
あ
り
ま

し
た
。
地
震
の
直
後
か
ら

「
同
時
多
発
的
に
火
災
」
の

発
生
が
あ
り
ま
し
た
。
震
災

で
は
電
気
が
復
旧
し
た
と
き

に
倒
れ
た
電
気
ス
ト
ー
ブ
や

破
損
し
た
電
気
コ
ー
ド
な
ど

か
ら
発
火
す
る
「
通
電
火
災
」

の
リ
ス
ク
が
浮
か
び
上
が
り

ま
し
た
。

〇
東
日
本
大
震
災

揺
れ
の
被
害
よ
り
も
、
津

波
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
あ

り
、
集
合
住
宅
で
は
、
２
～

４
階
、
水
平
の
位
置
で
は
中

央
に
被
害
が
集
中
し
ま
し
た
。

設
備
で
は
、
高
置
水
槽
、
受

水
槽
、
設
備
配
管
の
破
損
、

エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
の
破
損
が

あ
り
ま
し
た
。

液
状
化
被
害
も
、
広
範
囲

に
発
生
し
、
排
水
管
が
破
損

し
た
地
域
で
は
、
ト
イ
レ
も

使
用
出
来
な
い
状
態
が
あ
り

ま
し
た
。

〇
熊
本
地
震

当
初
M
6
・
5
の
地
震
が

本
震
と
想
定
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
M
７
・
３

の
地
震
が
本
震
で
、
最
初
の

自
身
は
前
震
で
あ
っ
た
と
発

表
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
当

2
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初
の
発
表
か
ら
訂
正
さ
れ
、

本
震
と
余
震
が
入
れ
替
わ
る

事
態
は
内
陸
型
（
活
断
層
型
）

地
震
で
日
本
に
お
い
て
観
測

が
開
始
さ
れ
た
以
降
で
初
め

て
の
こ
と
で
し
た
。
被
災
し

た
熊
本
城
跡
は
、
国
の
重
要

文
化
財
13
棟
が
全
て
被
災
し
、

石
垣
の
約
３
割
に
被
害
が
出

ま
し
た
。

２
０
２
１
年
に
復
旧
第
1
号

と
な
る
長
塀
（
国
重
文
）
や

「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
位

置
付
け
た
天
守
閣
が
修
復
を

終
え
ま
し
た
。

〇
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用
部
分
、

共
用
敷
地
の
財
産
を
守
る
事

は
、
管
理
組
合
の
重
要
な
役

割
で
す
。

多
く
の
人
々
が
同
じ
建
物

に
暮
ら
す
区
分
建
物
で
は
、

「
消
防
法
、
建
築
基
準
法
に

基
づ
い
た
様
々
な
防
火
設
備

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

ざ
と
言
う
時
の
た
め
に
、
非

難
場
所
へ
赴
く
事
な
く
、
住

ん
で
い
る
部
屋
で
生
活
す
る

上
に
は
安
全
を
確
保
し
な
が

ら
居
住
し
て
行
く
た
め
に
、

居
住
者
間
同
士
の
共
助
は
不

可
欠
で
す
。

仮
に
、
居
住
し
て
い
る
マ

ン
シ
ョ
ン
が
、
震
災
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
場
合
、

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」

の
適
用
に
よ
り
、
全
壊
な
ど

の
判
定
を
受
け
た
共
用
部
分

の

補
修
工
事
を
行
お
う
と
す

る
場
合
、
住
戸
の
区
分
所
有

者
が
連
名
で
工
事
契
約
を
し

て
い
れ
ば
、
加
算
支
援
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

〇
被
災
建
物

「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
」

に
は
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ

り
ま
す
。

・
基
礎
支
援
金

全
壊

１
０
０
万
円
、
大
規
模

半
壊
50
万
円
、
た
だ
し
半
壊

や
一
部
損
壊
の
場
合
は
支
給

な
し
。

・
加
算
支
援
金

住
宅
の
再
建
が
新
築
・
購
入

の
場
合

２
０
０
万
円
、
補
修

が

１
０
０

万
円
、
賃
借
が

50

万
円

※
補
助
金
で
は
な
く
見
舞
金

だ
か
ら
、
実
際
に
要
し
た
費

用
が
下
回
っ
た
場
合
で
も
全

額
支
給
さ
れ
る
。

・
被
害
認
定

被
害
認
定
は
市
町
村
が
「
罹

災
証
明
書
」
で
行
う
（
が
、

こ
の
判
定
を
巡
っ
て
は
苦
情

が
絶
え
な
い
）

①
全
壊
と
は
床
面
積
の

70
％

以
上
が
壊
れ
た
（
ま
た
は
経

済
的
被
害
の
損
害
割
合
が
50

％
以
上
）
場
合

②
大
規
模
半
壊
と
は
床
面
積

の

50
～
70
％
未
満
が
壊
れ
た

（
同
40
～
50
％
未
満
）
場
合

③
半
壊
と
は

20
～
50
％
未
満

（
同

20
～
40
％
未
満
）
の
場

合
を
い
う
。

〇
「
被
災
区
分
所
有
建
物
の

再
建
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」被

災
マ
ン
シ
ョ
ン
法
と
は
、

政
令
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た

災
害
に
よ
り
建
物
が
全
部
滅

失
し
た
場
合
や
大
規
模
一
部

滅
失
（
価
格
の
２
分
の
１
を

超
え
る
滅
失
）
し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
の
特
例
に
つ
い
て
定
め
た

法
律
で
す
。

区
分
所
有
法
で
は
復
旧
と

建
替
え
に
関
す
る
規
定
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
一
部
滅
失
し

た
場
合
は
、
管
理
組
合
集
会

で
の
意
思
決
定
が
可
能
で
す

が
、
被
災
マ
ン
シ
ョ
ン
法
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
５
分
の
４
以
上
の
合
意

で
マ
ン
シ
ョ
ン
と
敷
地
を
一

括
で
売
却
す
る
こ
と
や
、
建

物
を
取
り
壊
し
て
の
敷
地
売

却
が
、
可
能
に
な
り
ま
す
。
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埼
玉
県
主
要
行
政
区
ご
と

の
マ
ン
シ
ョ
ン
ス
ト
ッ
ク
と

マ
ン
シ
ョ
ン
化
率
が
東
京
カ

ン
テ
イ
」
か
ら
公
表
さ
れ
ま

し
た
。

埼
玉
県
は
、
前
回

（
２
０
２
２
年
）
か
ら
０
・

06
ポ
イ
ン
ト

拡
大
し
、
さ
い

た
ま
市
を
含
む
44
市
区
町
を

含
む
17
市
区
は
、
14
・
12
％

で
拡
大
し
ま
し
た
。
さ
い
た

ま
市
は
18
・
75
％
で
０
・
01

ポ
イ
ン
ト
拡
大
、
市
内
の
拡

大
幅
ト
ッ
プ
は
浦
和
区
で
０
・

27
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
県
内
の
拡
大
幅
ト
ッ
プ

は
、
二
年
連
続
で
、
ふ
じ
み

野
市
で
二
位
は
蕨
市
三
位
は

新
座
市
と
な
り
ま
し
た
。

〇
築
30
年
を
超
え
る
マ
ン
シ
ョ

ン
戸
数
が
最
も
多
か
っ
た
の

が
川
口
市
で
２
万
４
３
７
２

戸
し
た
。
二
位
は
川
越
市
で

１
万
24
戸
で
し
た
。
さ
い
た

ま
市
で
は
南
区
の
７
０
１
２

戸
が
最
多
で
し
た
。
築
30
年

超
を
占
め
る
割
合
が
最
も
高

か
っ
た
の
は
、
深
谷
市
で
78
・

31
％
で
ス
ト
ッ
ク
戸
数
は
１

３
０
７
戸
で
し
た
。
二
位
は

本
庄
市
76
・
21
％
、
三
位
が

72
・
62
％
、
さ
い
た
ま
市
は

全
体
で
33
・
04
％
、
県
全
体

で
は
41
・
51
％
、
で
し
た
。

今
後
も
増
加
は
確
実
で
す
。

少
子
高
齢
社
会
も
進
む
中
、

建
物
の
将
来
を
考
え
る
事
も

大
切
で
し
ょ
う
。

4
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今
年
３
月
21
日
、
２
０
１

６
年
１
月
以
来
お
よ
そ
８
年

ぶ
り
に
、
日
本
の
政
策
金
利

が
マ
イ
ナ
ス
金
利
か
ら
実
質

的
な
ゼ
ロ
金
利
政
策
へ
と
移

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

植
田
総
裁
は
「
マ
イ
ナ
ス

金
利
な
ど
の
こ
れ
ま
で
の
大

規
模
な
金
融
緩
和
策
は
、
役

割
を
果
た
し
た
と
考
え
て
い

る
」
と
述
べ
今
回
の
大
規
模

金
融
緩
和
政
策
の
解
除
に
至

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
後
、
区

分
所
有
マ
ン
シ
ョ
ン
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
、

長
期
化
し
た
異
次
元
金
融

緩
和
の
方
針
転
換
は
、
マ
イ

ナ
ス
金
利
解
除
に
よ
る
影
響

は
不
動
産
市
場
に
つ
い
て
、

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
に
も
、

影
響
が
出
る
の
で
し
ょ
う
か
。

直
接
的
に
は
、
マ
イ
ナ
ス

金
利→

ゼ
ロ
金
利
へ
の
移
行

は
今
後
の
区
分
建
物
の
影
響

も
多
少
の
影
響
は
出
て
来
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

長
ら
く
デ
フ
レ
に
あ
え
い

で
き
た
日
本
経
済
が
超
金
融

緩
和
に
よ
り
よ
う
や
く
イ
ン

フ
レ
モ
ー
ド
に
入
っ
て
き
た

た
め
、
超
金
融
緩
和
政
策
を

通
常
モ
ー
ド
の
金
融
緩
和
に

転
換
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
今
後
は
、
現
在
の
物
価

上
昇
率
が
２
％
を
超
え
て
大

幅
に
高
く
な
ら
な
い
限
り
、

日
銀
が
金
融
引
き
締
め

に
政
策
転
換
す
る
こ
と

は
な
い
と
考
え
ま
す
。

一
方
で
、
日
本
で
は

毎
年
約
０
・
７
％
の
人

口
減
と
な
っ
て
お
り
、

少
子
高
齢
社
会
に
歯
止

め
が
か
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。中

古
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
の
価
格
は
、
ど
の
様

に
変
化
す
る
で
し
ょ
う

か
、
単
純
に
理
論
通
り

に
考
え
る
な
ら
、
金
利

上
昇
し
た
場
合
に
は
不

動
産
の
収
益
価
格
や
融

資
の
減
額
を
通
じ
て
不

動
産
価
格
は
下
が
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、
新
築
マ
ン

シ
ョ
ン
の
よ
う
な
供
給

量
調
整
は
働
か
な
い
た

め
、
需
要
の
あ
る
マ
ン

シ
ョ
ン
は
価
格
に
下
落

は
生
じ
に
く
い
と
考
え

ま
す
。
反
対
に
管
理
が

行
き
届
い
て
い
な
い
配

慮
が
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン

は
、
影
響
が
で
る
と
推

測
し
ま
す
。
「
マ
ン
シ
ョ

ン
は
管
理
を
買
え
」
の

格
言
が
生
じ
て
来
る
と

考
え
ま
す
。
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去
年
９
月
に
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
「
標
準
管
理
委
託
契
約
書
」

が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
訂
で
は
、
「
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
適
正
化
推
進
に
関
す

る
法
律
」
及
び
同
法
施
行
規

則
の
改
正
、
担
い
手
確
保
・

働
き
方
改
革
、
居
住
者
の
高

齢
化
・
感
染
症
の
ま
ん
延
等

近
年
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業

の
事
業
環
境
の
変
化
等
を
踏

ま
え
、
「
マ
ン
シ
ョ
ン
標
準

管
理
委
託
契
約
書
」
及
び
同

コ
メ
ン
ト
の
内
容
が
見
直
し

さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
改
正
点
と
し
て
は
、

管
理
員
・
清
掃
員
の
計
画
的

な
休
暇
、
や
む
を
得
ず
勤
務

で
き
な
い
場
合
の
休
暇
、
勤

務
時
間
外
の
対
応
の
明
確
化

と
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
へ
の
対
応
に
関
す
る
規
定

等
の
整
備
が
新
た
に
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

理
由
は
、
総
会
、
理
事
会

に
お
け
る
威
圧
行
為
、
居
住

者
か
ら
の
頻
繁
な
電
話
へ
の

対
応
・
管
理
委
託
契
約
に
含

ま
れ
な
い
理
不
尽
な
要
求
等

で
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ

る
と
い
う
原
因
も
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
国
交
省
の
標
準
管

理
委
託
契
約
書
の
改
正
で
は
、

『
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
へ
の
対
応
に
関
す
る
規
定

等
の
整
備
』
も
加
え
ら
れ
ま

し
た
。

一
方
、
管
理
会
社
と
し
て

も
、
本
社
部
門
は
、
契
約
の

獲
得
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

が
、
獲
得
後
は
現
場
社
員
に

フ
ロ
ン
ト
業
務
を
一
人
十
数

管
理
組
合
を
任
せ
ら
れ
、
業

務
過
多
の
傾
向
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
現
場
の
社
員
に
委

託
契
約
上
の
責
任
が
発
生
し

て
い
る
事
を
念
頭
に
、
社
員

教
育
に
も
力
を
入
れ
て
、
会

社
組
織
全
体
で
顧
客
満
足
度

の
対
応
も
考
え
て
欲
し
い
と

願
い
ま
す
。
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★マンション管理適正化診断サービスは、「マンション管理適正化法第5条の三」に規定する

「管理計画認定制度」の基準に準拠した診断基準です。

認定手続支援サービスにもワンストップで申請出来る仕組みとしております。

★ お問い合わせ、NPO法人埼玉県マンション

管理組合ネットワーク（当会）迄

ＴeＬ： 048-887-9921

当会ホームページ フォームメーラーより

mail ：npofarensaikan@gmail.com

★ 詳細に付きましては、

一般社団法人日本マンション管理士連合会

のホームページ「マンションを診断する」

を御覧下さい。

診断結果に応じて、業務提携先である日新火災海上保険（株）のマンション共用部分用火災保険※の割引が適用できる場合があります。

※本頁「マンション管理適正化診断サービス」のご案内をするものです。保険商品の説明はマンション管理士は行いませんので、予めご了承ください。



さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
は
、

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
４

月
１
日
）
に
さ
い
た
ま
市
に

編
入
さ
れ
、
市
域
は
其
の
ま

ま
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
は
徳
川
譜
代

(

ふ
だ
い)

大
名
（1

7
5
6

年
以

降
大
岡
氏
）
岩
槻
藩
の
城
下

町
と
し
て
、
ま
た
日
光
御
成

(

お
な
り)

街
道
の
宿
場
町
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。

人
口
は
１
１
１
，
８
０
０

人
で
マ
ン
シ
ョ
ン
化
率
は
５
・

91
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
武
鉄
道
野
田
線
、
国
道

16
号
、
１
２
２
号
、
４
６
３

号
が
通
り
、
東
北
自
動
車
道

の
岩
槻
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
あ
る
交
通
の
要
地
で
す
。

〇

岩
槻
人
形

人
形
の
有
名
ま
ち
で
す
。

江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
を
も

つ
も
の
で
、
国
の
伝
統
的
工

芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

岩
槻
に
人
形
産
業
が
発
生
し

発
展
し
た
条
件
と
し
て
、
岩

槻
台
地
の
鉄
分
を
含
ん
だ
水

が
顔
の
色
の
発
色
に
良
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

関
東
を
中
心
と
し
て
全
国

的
販
路
を
も
ち
、
一
部
は
海

外
へ
も
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇

岩
槻
城
址
公
園

岩
槻
城
の
跡
地
に
作
ら
れ
た

公
園
で
、
自
然
も
多
く
散
策

路
や
芝
生
の
広
場
も
あ
り
、

憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
公
園
で
す
。
東
武
鉄

道
を
走
っ
て
い
た
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
「
き
ぬ
号
」
も
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

園
内
約
６
０
０
本
の
桜
が
咲

く
県
内
有
数
の
桜
の
名
所
で

す
。
自
然
林
に
も
囲
ま
れ
た

公
園
で
、
岩
槻
城
の
土
塁
が

今
も
現
存
し
て
い
ま
す
。

〇
岩
槻
郷
土
資
料
館

昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た

旧
岩
槻
警
察
署
の
建
物
を
転

用
し
た
岩
槻
郷
土
資
料
館
。

ア
ー
チ
を
基
調
と
し
た
ア
ー

ル
・
デ
コ
風
の
装
飾
が
特
徴

的
な
旧
庁
舎
は
、
そ
れ
自
体

が
立
派
な
郷
土
の
歴
史
的
展

示
品
で
す
。

館
内
は
、
「
大
昔
の
く
ら
し
」

「
岩
槻
の
あ
ゆ
み
」
「
く
ら

し
の
道
具
」
と
３
つ
の
ブ
ー

ス
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
岩

槻
の
歴
史
を
語
る
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
が
集
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

〇

〇
郷
土
料
理

「
岩
槻
ね
ぎ
の
塩
焼
き
そ
ば
」

江
戸
時
代
か
ら
親
し
ま
れ
て

き
た
伝
統
野
菜
「
岩
槻
ね
ぎ
」

青
い
部
分
ま
で
食
べ
ら
れ
る

上
、
ビ
タ
ミ
ン
も
豊
富
で
栄

養
価
も
高
い
食
材
で
す
。
岩

槻
ね
ぎ
の
収
穫
時
期
で
あ
る

11
月
ご
ろ
か
ら
翌
年
４
月
ご

ろ
ま
で
し
か
提
供
さ
れ
な
い

と
の
事
で
す
。

〇
く
わ
い

岩
槻
区
は
「
く
わ
い
」
が

有
名
で
す
。

く
わ
い
は
オ
モ
ダ
カ
科
オ
モ

ダ
カ
属
の
多
年
生
の
水
生
植

物
で
、
地
下
に
で
き
る
塊
茎

（
か
い
け
い
）
と
い
う
部
分

を
食
用
に
し
ま
す
。
大
き
く

長
い
芽
が
出
る
こ
と
・
塊
茎

の
着
生
が
慈
母
が
幼
児
に
授

乳
す
る
姿
を
連
想
さ
せ
る
こ

と
・
旺
盛
な
生
育
を
見
せ
る

こ
と
な
ど

か
ら
「
お

め
で
た
い
」

と
縁
起
物

と
し
て
お

正
月
料
理

や
慶
事
の

食
材
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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QRコード

から埼管ネッ

トWEBサイト

の賛助会員さ

んのページに

リンクします。

能
登
半
島
地
震
か
ら
、

３
か
月
以
上
経
過
し
ま
し

た
が
、
能
登
町
は
、
未
だ

に
断
水
し
て
、
復
旧
作
業

が
遅
れ
て
い
る
地
区
が
あ

り
ま
す
。

こ
ん
な
中
、
台
湾
東
部
の

花
蓮
県
沖
で
４
月
３
日
に

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
２

の
地
震
が
起
き
ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー

ト
が
沈
み
込
ん
で
い
る
場

所
で
今
回
の
地
震
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
、
が

跳
ね
上
が
っ
て
起
き
た
地

震
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ

う
に
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
と

の
関
連
性
は
と
言
う
と
、

日
本
の
本
州
の
南
側
に
沈

み
込
ん
で
い
る
プ
レ
ー
ト

と
今
回
の
台
湾
花
蓮
は
、

距
離
が
離
れ
て
お
り
、
今

の
と
こ
ろ
、
直
接
引
き
金

を
引
く
と
言
う
事
は
考
え

ら
れ
な
い
と
の
専
門
家
の

意
見
で
す
。
し
か
し
、
海

底
で
繋
が
っ
て
い
る
の
で
、

い
ざ
と
言
う
時
の
地
震
対

策
は
は
し
っ
か
り
続
け
て

行
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。

編

集

後

記
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